
下
水
道
整
備
根
拠
の

課
税
は
全
国

自
治

11

体
の
み

条
例
は
、

・
鶴
岡
市
市
税
条
例
の
一

部
改
正
は
、
地
方
税
法
の

改
正
や
令
和
６
年
度
か
ら

の
森
林
環
境
税
の
賦
課
徴

収
に
係
る
も
の
の
ほ
か
、

都
市
計
画
税
の
課
税
区
域

の
見
直
し
な
ど
を
行
い
ま

す
。

・
都
市
計
画
税
は
こ
れ
ま

で
、
課
税
区
域
は
、
都
市

計
画
区
域
の
う
ち
「
市
街

化
区
域
」
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、鶴
岡
市
で
は
、

市
街
化
区
域
に
隣
接
・
近

接
し
た
公
共
下
水
道
が
供

用
開
始
さ
れ
た
市
街
化
調

整
区
域
に
も
課
税
し
て
き

ま
し
た
。

見
直
し
は
、
市
街
化
調

整
区
域
の
一
部
に
対
す
る

課
税
を
令
和
６
年
度
か
ら

廃
止
し
ま
す
。

見
直
し
の
理
由
は
、

・
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た

市
街
化
調
整
区
域
の
中
で

も
、
課
税
さ
れ
る
区
域
と

さ
れ
な
い
区
域
が
混
在
し

て
い
る
こ
と
。

全
国
的
に
も
下
水
道
の

整
備
を
根
拠
と
し
て
市
街

化
調
整
区
域
へ
課
税
し
て

い
る
自
治
体
は
、
わ
ず
か

自
治
体
の
み
と
な
っ
て

11い
る
（
令
和
２
年
度
・
国

調
査
）
こ
と
で
す
。

・
鶴
岡
市
東
田
川
文
化
記

念
館
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
改
正
は
、

史
跡

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
そ
の
旨
を
明
記
し
ま

す
。

・
鶴
岡
市
火
災
予
防
条
例

の
一
部
改
正
は
、
総
務
省

令
の
改
正
に
伴
い
、
火
災

予
防
の
規
制
の
対
象
と
な

る
蓄
電
池
設
備
、
厨
房
設

備
等
の
基
準
を
見
直
し
ま

す
。

・
鶴
岡
市
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
設
置
及
び
管
理
条
例

の
制
定
は
、
改
築
中
の
朝

暘
第
五
小
学
校
に
合
築
す

る
第
五
学
区
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
、
公
設
民
営
、

指
定
管
理
に
よ
り
運
営
し

ま
す
。

・
鶴
岡
市
あ
さ
ひ
自
然
体

験
交
流
施
設
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
改
正
は
、

湯
殿
山
ス
キ
ー
場
の
リ
フ

ト
利
用
料
金
を
増
額
改
定

し
ま
す
。

一
般
の
１
回
券
は
２
７

０
円
か
ら
３
２
０
円
に
、

回
券
は
２
７
０
０
円
か

11ら
３
２
０
０
円
に
、
１
日

日
券
は
３
２
０
０
円
か
ら

３
７
０
０
円
に
（
高
校
生

１
８
０
０
円
同
額
、
シ
ニ

ア
２
７
０
０
円
か
ら
３
０

０
０
円
、
レ
デ
ィ
ー
ス
１

９
２
０
円
か
ら
２
２
０
０

円
）
等
に
改
定
し
ま
す
。

福
島
原
発
汚
染
水
の

海
洋
放
出
の
即
時
中

止
求
め
る

請
願
は
、

「
東
京
電
力
福
島
原
発

か
ら
の
処
理
汚
染
水
の
海

洋
放
出
の
即
時
中
止
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
」（
緑

ふ
く
し
ま
代
表
・
蛇
石
郁

子
）
１
件
で
す
。

紹
介
議
員
は
、
草
島
進

一
議
員
（
市
民
の
声
・
鶴

岡
）と
長
谷
川
剛
議
員
（
共

産
党
）
の
２
人
で
す
。

日
（
水
）
の
総
務
常

13
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま

す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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女
性
が
増

加
等
の
特

徴

が

あ

り
、

代
10

が
８
人
い

る
事
（
Ｒ

３
）
に
は

特
に
胸
が

痛

み

ま

す
。
自
殺
は
「
追
い
詰
め
ら
れ
た
末
の

死
」
と
言
わ
れ
、
世
界
で
も
特
に
多
い

自
殺
者
は
格
差
と
貧
困
、
自
己
責
任
の

政
治
の
犠
牲
者
で
す
（
右
の
表
参
照
）。

▽
鶴
岡
で
自
殺
対
策
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
方
々
と
知
り
合
い
ま
し
た
。
毎
年

お
こ
な
っ
て
い
る
学
習
会
の
中
に
「
み

ん
な
で
生
き
る
た
め
に
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
自
殺
対
策
も
、

助
け
合
い
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
の
一
環
で
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽
県
で
は
９
月

を
「
自
殺
対
策

推
進
月
間
」
、
10

日
か
ら

日
を

16

「
自
殺
予
防
週

間
」
と
し
、
集
中
的
に
相
談
支
援
及
び

啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

▽
私
は
、
県
議
会
で
、
中
長
期
的
な
自

殺
対
策
、
民
間
団
体
へ
の
支
援
、
命
を

大
切
に
す
る
地
域
づ
く
り
、
「
心
の
サ

ポ
ー
タ
ー
」
の
改
善
、
子
ど
も
の
自
殺

対
策
等
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
間
、
自
殺
対
策
計
画
が
策
定
さ
れ
、

万
人
を
超
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
、

5市
町
村
と
連
携
も
始
ま
り
ま
し
た
。

冷
た
い
政
治
の
犠
牲
者

▽
し
か
し
、
県
の
自
殺
死
亡
率
は
、
令

和
４
年
で
全
国

番
目
に
高
止
ま
り
し

3

て
い
ま
す
（

年
は
減
少
）
。
高
齢
者

4

が
多
い
事
は
全
国
と
共
通
で
す
が
、
県

で
は
男
性
が
特
に
高
く
、

代
を
始
め

20

鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例
会
は
、
５
日
開
会
さ
れ
、
28

日
ま
で
開
か
れ
ま
す
。

議
案
は
、
決
算
４
件
、
補
正
予
算
２
件
、
条
例
６
件
、

人
事
６
件
の
計

件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

18

都市計画税見直しの対象区域（8/18議会主要事項説明会資料から）



令
和
５
年
度
第
１
回
鶴

岡
市
行
財
政
改
革
推
進
委

員
会(

上
野
隆
一
委
員
長)

が
８
月

日
、
開
催
さ
れ

28

ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
行
財
政

改
革
推
進
に
よ
る
主
な
効

果
と
、
今
年
度
の
行
政
評

価
結
果
に
つ
い
て
、
報
告

と
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。上

野
委
員
長
は
開
会
の

あ
い
さ
つ
で
、
「
市
民
目

線
で
の
率
直
な
思
い
を
伝

え
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と

述
べ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
行
財
政

改
革
の
主
な
効
果
と
し

て
、
財
政
効
果
は
歳
出
削

減
が
目
標
比
達
成
率

・
90

８
％
、
歳
入
増
加
が
同
75

・
５
％
で
す
。

要
因
と
し
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
対
応
で
の
人
件
費

や
、
電
力
価
格
と
物
価
高

騰
の
影
響
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
影
響
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

削
減
事
務
量
で
は
、
デ

ジ
タ
ル
化
で
の
業
務
効
率

化
が
図
ら
れ
る
一
方
で
、

コ
ロ
ナ
禍
や
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
対
応
が
増
え
、
削
減
の

達
成
率
は

・
１
％
で

84

す
。職

員
数
削
減
は
、
市
営

住
宅
の
管
理
手
法
見
直
し

や
、
業
務
の
民
間
委
託
等

で
減
員
が
進
め
ら
れ
た
一

方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
対
策
で
は
組
織
体

制
強
化
が
図
ら
れ
、
達
成

率

・
９
％
で
、
職
員
数

88
削
減
の
累
計
は

人
と
の

16

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

出
席
委
員
か
ら
は
、
行

財
政
改
革
で
「
歳
出
削
減
」

に
行
き
が
ち
だ
が
、
市
税

な
ど
「
歳
入
」
を
増
や
す

視
点
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
と
い
う
指
摘
、

人
口
減
少
と
企
業
の
人

手
不
足
対
策
、

企
業
誘
致
や
ふ
る
さ
と

納
税
の
取
組
の
強
化
、

循
環
型
農
業
を
支
え
る

藤
島
エ
コ
有
機
セ
ン
タ
ー

取
組
の
強
化
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
人

材
育
成
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
活

用
に
よ
る
庁
舎
間
連
携
の

具
体
化
、

行
革
課
題
に
対
す
る
関

係
部
署
の
連
携
の
在
り
方

な
ど
へ
の
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。

令
和
５
年
度
行
政
評
価

結
果
報
告
書
（
案
）
に
よ

れ
ば
、
外
部
評
価
と
し
て

対
象
項
目
に
選
定
さ
れ
た

項
目
を
、
行
革
委
員
が

21２
人
１
組
で
あ
た
り
、
事

前
配
信
の
説
明
動
画
を
視

聴
し
、
所
管
課
や
関
係
課

で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
質
疑
と

応
答
、意
見
交
換
が
さ
れ
、

報
告
記
録
が
さ
れ
て
い
ま

す
。協

議
の
中
で
委
員
か
ら

は
、
１
項
目
あ
た
り

分
30

と
し
た
時
間
配
分
に
つ
い

て
の
言
及
が
あ
り
ま
し

た
。

「
お
く
や
み
窓
口
」
本
庁

舎
で
来
年
１
月
か
ら

職
員
課
か
ら
「
お
く
や

み
窓
口
」
に
つ
い
て
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
く
や
み
窓
口
」
は
、

住
民
の
死
亡
に
伴
い
、
必

要
と
な
る
手
続
き
を
集
約

化
し
、
遺
族
の
負
担
軽
減

と
時
間
短
縮
を
図
り
、
適

切
な
案
内
と
、
申
請
書
作

成
補
助
な
ど
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
の
設
置
を
、
令

和
６
年
１
月
中
旬
か
ら
運

用
開
始
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
対
応
が
複
数

部
署
に
分
か
れ
て
い
た
本

庁
舎
で
の
実
施
と
な
り
ま

す
。各

地
域
庁
舎
で
は
、
既

に
そ
の
機
能
が
「
市
民
福

祉
課
」
に
集
約
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
お
く
や
み
窓
口
」
は
、

山
形
市
や
米
沢
市
で
取
り

組
ま
れ
、
手
続
き
に
際
し

て
必
要
な
も
の
な
ど
を
明

示
し
た
「
お
く
や
み
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
し
た

予
約
制
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
。菅

井
巌
市
議
が
傍
聴
し

ま
し
た
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
8月31日入札分

・添川立谷沢線表層改良工事（添川地内）（入札5業者うち1業者辞退）
板垣建設(有) 2,850,000円（3,160,000円）工期～11/10（落札率90.19％）
・市道七日町柳橋線(柳橋)下部工工事（本町二丁目、三丁目地内）（入札2
業者）
笠原建設工業(株) 93,400,000円（93,760,000円）

工期～6/3/4（落札率99.62％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月1日入札分

・市公共下水道事業 汚水NK042号取付管新設工事（湯野浜一丁目地内）
中止

8月29日入札分
・市公共下水道事業 汚水102-1号仮設管布設工事（鼠ヶ関地内）
中止

水道課入札結果（ ）内は予定価格
8月28日入札分

・松沢ポンプ場築造工事（松沢地内）（入札9業者うち2業者辞退）
青山工管(株) 82,700,000円（84,390,000円）工期～6/3/29（落札率98.00％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

議
員
発
議
の
意
見
書
案

は
３
件
で
す
、

・
「
国
の
責
任
で
学
校
給

食
費
を
無
償
化
す
る
よ
う

求
め
る
意
見
書
（
案
）
」

は
、
提
出
者
が
、
坂
本
昌

栄
議
員
（
共
産
党
）
と
草

島
進
一
議
員
（
市
民
の
声

・
鶴
岡
）
、
南
波
純
議
員

（S
D
G
s

鶴
ヶ
岡
）
で
す
。

・
「
学
校
に
お
け
る
教
員

不
足
と
長
時
間
労
働
解
消

の
た
め
に
教
職
員
定
数
改

善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
２
分
の
１
復
元
を
求
め

る
意
見
書
（
案
）
」
は
、

提
出
者
が
、
南
波
純
議
員

と
長
谷
川
剛
議
員
（
共
産

党
）
で
す
。

・
「
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
事
業
の
実
施
を
求
め
る

意
見
書
（
案
）
」
は
、
提

出
者
が
、
黒
井
浩
之
議
員

（
公
明
党
）
と
本
間
正
芳

議
員
（
新
政
ク
ラ
ブ
）
で

す
。

鶴
岡
民
主
商
工
会
第
63

回
定
期
大
会
が
３
日
、
鶴

岡
市
勤
労
者
会
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
、

三
浦
計
一
副
会
長
が
講
演

し
、
「
免
税
事
業
者
が
課

税
事
業
者
に
な
る
こ
と
が

迫
ら
れ
る
。
事
務
負
担
が

増
え
、
増
税
に
な
る
。
最

後
ま
で
中
止
を
求
め
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
、
菅
原
健

一
会
長
ら
が
再
選
さ
れ
ま

し
た
。

共
産
党
市
議
団
も
出
席

し
、
共
産
党
を
代
表
し
て

関
徹
県
議
が
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。


